
賓
あ
い
さ
つ
の
代
わ
り
に
市
長
が
絵
本
を

読
む
な
ど
、
楽
し
い
１
日
と
な
り
ま
し

た
」
。

　

今
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
経
済

財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
」（
骨
太

の
方
針
２
０
１
８
）
に
お
い
て
、
外
国
人
労

働
者
の
受
け
入
れ
拡
大
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
、
今
後
、
日
本
で
生
活
す
る
外
国
人
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
文
化
や
言
葉
が
異

な
る
日
本
で
の
暮
ら
し
は
た
や
す
く
な

い
。
少
し
で
も
快
適
な
暮
ら
し
が
で
き
る

よ
う
に
と
、
石
田
会
長
は
、「
外
国
人
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
密
に
し
て
、
活
動
を
活

性
化
さ
せ
た
い
」
と
先
を
見
据
え
る
。
中

嶋
事
務
局
長
は
、「
ゴ
ミ
出
し
で
困
っ
て
い

た
ら
声
を
か
け
る
な
ど
、
助
け
合
う
こ
と

が
重
要
。
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
誘
う

な
ど
積
極
的
に
声
を
か
け
て
、
地
域
に
溶

け
込
め
る
よ
う
な
働
き
か
け
を
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

８
４
４
人
。
２
０
０
１
年
以
降
は
大
幅
な

増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
く
。「
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
を
機
に
、一
時
期
減
少
し
た
も

の
の
、
外
国
人
住
民
数
は
再
び
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
近
年
は
、
技
能
実
習
生
と

し
て
来
日
し
て
い
る
方
な
ど
、ベ
ト
ナ
ム
国

籍
の
人
が
増
え
て
き
ま
し
た
」
と
、
中
嶋

事
務
局
長
。

　

現
在
の
外
国
人
住
民
数
は
、
２
８
０
７

人
（
２
０
１
８
年
８
月
末
）
を
数
え
る
。
国

籍
・
地
域
別
に
み
る
と
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
９
０

０
人
が
最
多
で
、ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
と
続
く
。

「
豊
明
市
の
人
口
の
４
パ
ー
セ
ン
ト
が
外

国
人
。
こ
の
比
率
は
東
京
都
よ
り
も
多
い

ん
で
す
」
。

　

協
会
で
は
設
立
以
来
、
国
際
交
流
事
業

を
積
極
的
に
行
っ
て
き
た
。
初
年
度
か
ら

豊
明
ま
つ
り
に
参
加
し
、
パ
ネ
ル
展
示
や

募
金
活
動
を
実
施
。
外
国
人
タ
レ
ン
ト
な

ど
を
招
い
た
国
際
交
流
講
演
会
の
ほ
か
、

生
活
に
密
着
し
た
言
葉
を

ハ
ー
ト
で
教
え
る「
日
本
語
教
室
」

　

と
あ
る
日
曜
日
午
前
、
豊
明
市
総
合
福

祉
会
館
の
視
聴
覚
室
を
訪
れ
る
と
、
に
ぎ

や
か
な
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
時
折
、
笑
い

声
が
起
こ
る
な
ど
、
雰
囲
気
は
和
気
あ
い

あ
い
。
外
国
人
と
日
本
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
テ
キ

ス
ト
を
読
み
進
め
て
い
く
。

　

豊
明
市
国
際
交
流
協
会
が
主
催
す
る

日
本
語
教
室
は
、
１
９
９
７
年
か
ら
ス
タ

ー
ト
。
現
在
は
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た

木
曜
、
社
会
人
を
対
象
と
し
た
金
曜
夜
間
、

日
曜
午
前
、
日
曜
午
後
と
全
４
コ
ー
ス
が

開
か
れ
、
外
国
人
約
１
０
０
人
が
日
本
語

習
得
に
励
む
。
日
本
語
を
教
え
る
の
は
、

大
学
生
〜
80
代
の
男
女
40
人
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
。「
語
学
力
は
問
い
ま
せ
ん
。
困
っ
て

い
る
人
を
助
け
た
い
と
思
う
『
ハ
ー
ト
』
が

あ
れ
ば
、
誰
で
も
参
加
Ｏ
Ｋ
で
す
よ
」
と

事
務
局
長
を
務
め
る
中
嶋
静
夫
さ
ん
は
微

笑
む
。

　

教
室
で
は
、
ひ
ら
が
な
や
カ
タ
カ
ナ
の

他
、
あ
い
さ
つ
な
ど
の
日
常
会
話
を
教
え

る
。
希
望
が
あ
れ
ば
、
ゴ
ミ
の
出
し
方
や

電
話
の
仕
方
な
ど
、
生
活
に
寄
り
添
っ
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
提
供
す
る
。「
外
国
の
方

に
と
っ
て
、
ゴ
ミ
の
分
別
が
複
雑
で
わ
か

り
に
く
い
よ
う
で
す
。
１
１
９
番
通
報
の

仕
方
な
ど
も
教
え
て
い
ま
す
」
。
自
転
車

を
交
通
手
段
と
す
る
外
国
人
が
多
い
た
め
、

10
月
上
旬
に
は
愛
知
警
察
署
の
協
力
を
得

て
、
自
転
車
講
習
を
開
催
し
た
。

　

教
室
で
は
年
に
１
度
、
日
本
文
化
体
験

ツ
ア
ー
と
題
し
て
校
外
学
習
も
実
施
。
今

年
は
京
都
へ
日
帰
り
旅
行
を
計
画
し
て
い

る
と
い
う
。

　

中
嶋
さ
ん
が
活
動
に
携
わ
っ
て
20
年
。

「
外
国
人
と
交
流
す
る
の
が
楽
し
い
。
帰

国
し
た
生
徒
と
は
今
で
も
連
絡
を
取
り
合

っ
て
い
ま
す
よ
。
い
ろ
い
ろ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
中
で
も
、
日
本

語
教
室
だ
け
は
欠
か
さ
ず
来
て
い
ま
す
」

と
話
す
。

人
口
の
４
％
が
外
国
人

国
際
交
流
の
場
を
育
ん
で

　

豊
明
市
国
際
交
流
協
会
は
１
９
９
３
年

に
設
立
し
た
。
き
っ
か
け
は
、
１
９
９
０
年

に
改
正
さ
れ
た
「
出
入
国
管
理
及
び
難
民

認
定
法
（
入
管
法
）
」
の
改
正
。
日
系
２
世
、

３
世
に
対
し
て
在
留
資
格
が
付
与
さ
れ
、

ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
南
米
の
日
系
人
が
働
き
手

と
し
て
来
日
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

設
立
当
時
の
市
内
の
外
国
人
住
民
数
は
、

助
け
合
い
の
心
で
外
国
人
を
サ
ポ
ー
ト

﹇
巻
頭
特
集
﹈

豊
明
市
国
際
交
流
協
会

国
籍
を
超
え
た
つ
な
が
り
を
育
む

日
本
で
暮
ら
す
外
国
人
が
増
加
す
る
近
年
。外
国
人
と
日
本
人
の
交
流
の
場
を

育
み
た
い
と
設
立
さ
れ
た
豊
明
市
国
際
交
流
協
会
は
、今
年
で
25
周
年
を
迎
え
る
。

現
在
、豊
明
市
に
暮
ら
す
外
国
人
は
人
口
の
約
４
％
に
あ
た
る
２
８
０
７
人
。

協
会
は
、生
活
に
寄
り
添
っ
た
支
援
で
外
国
人
の
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

国籍フィリピン／滞在歴9カ月

（右から）

ロナリン・ジャンガさん

外
国
人
か
ら
学
ぶ
料
理
教
室
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
国
際
理
解

を
深
め
て
い
る
。

　

シ
ェ
パ
ト
ン
市
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
と

の
友
好
都
市
提
携
が
締
結
し
た
２
０
０
３

年
以
降
、
友
好
都
市
市
民
派
遣
団
と
し
て

市
内
の
中
高
生
と
と
も
に
現
地
を
訪
問
し

て
い
る
。
約
２
週
間
の
滞
在
で
は
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、
現
地
の
中
学
・
高
校

で
研
修
に
参
加
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

市
内
観
光
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
な
が
ら
、

現
地
の
文
化
を
体
験
す
る
。一
昨
年
前
、

派
遣
団
を
引
率
し
た
石
田
英
城
会
長
は
、

「
子
ど
も
た
ち
は
言
葉
が
通
じ
合
わ
な
く

て
も
、
現
地
の
生
活
に
す
ぐ
に
溶
け
込
み

ま
す
。
参
加
者
か
ら
は
、『
最
初
は
不
安

だ
っ
た
け
ど
、
楽
し
か
っ
た
』『
素
晴
ら
し

い
経
験
と
な
っ
た
』
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
」
と
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

喜
ぶ
。

文／新井のぞみ　写真／編集室　デザイン／Beanstalk 白石純也

さ
ら
な
る
交
流
を
見
据
え
て

地
域
に
溶
け
込
む
仕
掛
け
づ
く
り

　

「
年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
若
い
世

代
に
人
気
な
の
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
ス
ポ

ー
ツ
交
流
会
。
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
で
は
、

日
本
人
を
含
め
て
２
０
０
人
ほ
ど
が
集
ま

り
ま
す
」
と
中
嶋
事
務
局
長
。
企
画
の
立

案
・
運
営
は
、
17
人
か
ら
成
る
運
営
委
員

会
が
担
う
。

　

毎
年
９
月
に
開
催
さ
れ
る
「
世
界
の
絵

本
を
楽
し
も
う
！
」
は
、
国
籍
を
問
わ

ず
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
集
ま
る
人

気
イ
ベ
ン
ト
。
人
気
の
絵
本
を
多
言
語
で

読
み
聞
か
せ
す
る
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
試

み
で
参
加
者
の
心
を
引
き
つ
け
る
。「
外

国
語
の
絵
本
が
図
書
館
に
た
く
さ
ん
あ
る

と
知
り
、
豊
明
市
立
図
書
館
と
共
同
で
始

め
ま
し
た
。
５
回
目
と
な
っ
た
今
年
は
、
来

毎年6月に開催される「桶狭間古戦場まつり」にも参加。甲冑を着て武者行列に仲間
入りし、市内を練り歩いた

日本語教室は、いろいろな国の人と出会えるから
とても楽しく、ボランティアの先生も優しいです。
今の目標は、漢字を読めるようになることです

国籍グアテマラ／滞在歴8年
ルディー・マイェンさん
今年１０月から日本語教室に通い始めました。日本
語を学び、仕事に役立てるだけでなく、テレビや映
画などをスムーズに理解できるようになりたいです

毎年6月に開催される「スポーツ交流会」。参加者200人のうち、外国人が半数を占め
る。ビーチボールは、最も人気の高い競技

シェパトン高校の生徒11人、教員2人の計13人が今年9月に来日。ウエルカムパーティ
ーでは甲冑を着たり茶道を体験したりと、日本文化に親しんだ

日本語教室では、外国人約100人が学ぶ。4コースのうち、最も参加者が多いの
は、日曜日。市外から通う人もいる

１２時～１６時11月18日［日］

information

豊明市国際交流協会設立25周年
シェパトン市友好都市提携15周年記念

子ども日本語教室・日本語教室ボランティア募集中！

会場／豊明市文化会館小ホール、ギャラリー
講演／「多文化共生ってキモチいい？～日本社会の可能性を広

げるために～」
　　　上野千鶴子氏（社会学者・東京大学名誉教授、認定

NPO法人ウィメンズアクションネットワーク理事長）
※来場者4０人に上野千鶴子氏の著書をプレゼント
その他、アトラクション多数

問い合わせは、豊明市国際交流協会まで

TEL 0562-92-4649　http://tira.jpn.org/
豊明市国際交流協会

笑顔でつなぐ多文化共生

右から中嶋静夫事務局長、石田英城会長、酒井克俊副会長９月16日に豊明市立図書館で開催された「第5回 世界の絵本を楽しもう！」。子どもに人気の『はらぺこ
あおむし』の読み聞かせが14カ国語で披露されるなど、さまざまな国籍の人々が楽しんだ


